
※　埋蔵文化財の手続きに係る様式は右のQRコードからダウンロードできます。

※　鎌倉市開発事業における手続及び基準等に関する条例に該当する案件の場合は、お早めに市（文化財課）へご相談ください。

鎌倉市内で建築・土木工事等を計画されている方へ

～文化財保護法に基づく手続きの流れ～

発掘届出の提出(文化財保護法第93条)
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（文化庁）

神奈川県から指示通知

工事中に埋蔵文化

財が発見された場

合は、届出が必要

です。工事を中断

し、必ず文化財課

へご連絡ください。

確認調査又は
市職員立会

条
件
無

条
件
有

事業者から労務（油圧

ショベル・操作者等）

を提供いただいた上で、

市職員が遺跡の状況を

確認します。

包蔵地外であっ

ても遺跡の有無

を確認するため、

確認調査を実施

する場合があり

ます。

埋蔵文化財
包蔵地内

確認調査実施の要・不要

は個別に市(文化財課)へ

ご確認ください。

「市による発掘調査」を受けられる

ものは、個人住宅等に限られます。

事業者負担の

発掘調査

市による

発掘調査
市による発掘調査を受けられる案件で、事

業者負担の発掘調査(事業者が民間調査組織

等を活用して行う発掘調査)をご希望の場合

は、費用の一部を補助する制度があります。

この場合、発掘調査着手前に申請が必要で

すので、市（文化財課）へご相談ください。

着工(慎重工事)

市職員立会不要

現状変更許可

現状変更

終了報告書重要な遺構等が発見された場合は、

その保存について別途協議します。


